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１ 取組のタイトル，テーマ 

  「クリーンな学校を目指して」 

 

２ 取組の紹介 

  （１）美化活動の実施 

今年度は，１０月に全校生徒で校庭の草取りを行いました。昨年度に引き続き，学年の垣根を

越えて，１組，２組，３組，４組と４つのグループに分けて取り組みました。この美化活動の翌日

が運動会であり，上記のような組対抗での競い合いのため，美化活動もその組ごとに活動するこ

とで，異学年との絆を深めることができました。自分たちで綺麗にした校庭で運動会を行うとい

うことで，生徒たちも一生懸命に草取りをすることができました。 

また，１１月下旬から風が強い日が続き，多くの落ち葉が校庭などに散らばってしまいました

が，部活動や有志の生徒らが落ち葉拾いをし，学校を綺麗にすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）古紙回収 BOXとプラスチックごみ用ごみ箱の設置 

    古紙回収 BOXを各教室に配置し，月に１度，各学級の環境委員が回収します。環境委員を中心

に古紙回収をする目的を生徒に伝え，モノクロ用紙とカラー用紙を分別することで「ごみを分別

することの大切さ」を学んでいます。また，プラスチックごみ用のごみ箱があることで，生徒か

ら「これは何ごみで捨てればいいですか？」といった質問が出るようになり，ごみを捨てる際の

「分別する意識」が自然と身に付いているように感じました。 

     

３ 取組の成果（児童生徒の変容） 

  美化活動に関して，昨年度からの反省で土が乾燥し，草が抜きづらくなってしまうため，バケツ

やペットボトルを用いて校庭を満遍なく湿らせることができ，生徒も水を撒く係・草をとる係とい

うように，一人一人が役割を持って一生懸命に活動することができました。また，BOXやごみ箱につ

いても，モノクロ用とカラー用のBOXやプラスチックごみ用のごみ箱を設置しておくだけで，生徒も

捨てる際に分別を意識し，生徒同士でもお互いに声を掛ける様子が見られました。 


